
病気になったら･･･ 介護が必要になったら･･･

いつまでも元気に暮らすために･･･

「地域包括ケアシステム」とは
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出所）国立社会保障人口問題研究所のデータをもとに三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングが作成

増大する地域のニーズ
に応える方法

人口減少社会 担い手の不足

2010年の人口を100とした場合の推計値

①活動的生活の
継続による

介護予防の強化

②専門職以外の
生活支援の
担い手の確保

75歳以上

15～64歳

「２０２５年問題」とは
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［一人暮らし高齢者数］ ［一人暮らし高齢者の割合］

資料：国立社会保障・人口問題研究所『日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）』（2019年推計）をもとに
東京ホームタウンプロジェクト事務局が作成

増え続ける「一人暮らし高齢者」
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特に何もしていない 支援先/他の団体と繋がった

プロボノをきっかけに支援先/他の団体とつながった：年代別

資料：さわやか福祉財団・東京都健康長寿医療センター研究所・サービスグラントによる共同研究より

プロボノがつながりのきっかけに

（年代）
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年齢別の支援先・団体との繋がり（オッズ比）

50～59歳は24
～39歳に比べて
1.6倍で繋がる

資料：さわやか福祉財団・東京都健康長寿医療センター研究所・サービスグラントによる共同研究より

プロボノがつながりのきっかけに

（年代）

P=0.04

＊オッズ比は、「24～39歳」を基準としたロジスティック回帰分析により算出


